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まちのうごき

人　口5，868人（一20）

　男　　2，808人（一10）

　女3，060人（一10）

世帯数1，725戸（一3）

　平成4年1月1日現在
　　　（　｝は対前月比

溺防出勧式
　り月5日、総合グラウンドにおいて消防出初式が開催され、日

頃の訓練の成果を競いました。当日は、昨年4月り日に発足した

「U」陰保育園幼年消防隊」が火の用心を呼びかける防火意識啓発

　　　　　　　　　　　　のため、宮崎県下の消防団員のマス

　　　　　　　　　　　　　コット「まもる君」を先頭にデモン

平成4年

2
ストレーションを行いました。

　なお、結果は右記の通りです。

友の僧

審査区分 優　勝 第2位 第3位

総合の部
第3部
i迫野内）

第9部
i八重原）

第8部
i鶴野内）

操練の部
第8部
i鶴野内）

第10部

i田　野）
第9部
i八重原）

小型ポンプ
ｭ水競技の部

第3部
i迫野内）

第9部
`重原）

第8部
i鶴野内）

いまだ若けれしみじみと

　　梅の老木をいたはるあはれ
牧　水
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町
県
民
税
の
申
告
は

期
限
内
に
正
し
く

2
月
1
4
日
～

　
　
　
　
　
　
3
月
1
6
日

　
今
年
も
町
県
民
税
等
の
申
告
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
四
年
一
月
一
日
現
在
、
住
民

登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
町
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
一
年
間
に

得
た
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
は
、
二
月
十
四
日
か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
。
別
表
の
日
程
に
よ
り

各
地
区
ご
と
に
受
付
け
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
期
限
は
三
月
十
六
日
で
す
。

所
得
の
な
い
人
も

　
申
告
し
て
く
だ
さ
い

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
あ
っ
て
も
扶
養

認
定
や
児
童
手
当
の
判
定
、
福
祉
年

金
の
受
給
、
幼
稚
園
や
保
育
所
の
入

所
な
ど
の
所
得
証
明
が
で
き
ま
せ
ん

羅

の
で
、
も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
要
領
は

　
申
告
の
と
き
に
持
参
す
る
も
の

①
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の
。
　
（
あ
ら
か

じ
め
申
告
計
算
書
を
配
布
し
ま
す
の

で
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
）

②
農
作
物
（
し
い
た
け
、
み
か
ん
、

柿
、
栗
、
野
菜
等
）
の
収
量
や
販
売

金
額
を
証
明
す
る
も
の
。
　
（
出
荷
証

明
書
）

③
養
蚕
の
繭
売
渡
し
精
算
書
。
　
（
各

蚕
期
別
）

④
肉
用
牛
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

渡
し
証
明
書
。
　
（
百
万
円
未
満
の
子

牛
に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却

証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
、
証
明

書
が
な
い
と
き
は
課
税
所
得
で
す
。
）

⑤
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支

払
明
細
書
。
　
（
給
与
支
払
報
告
書
の

出
て
い
る
人
は
不
要
で
す
。
）

⑥
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

平
成
三
年
中
の
源
泉
徴
収
票
か
年
金

支
払
通
知
書
。

⑦
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
家
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
・

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
　
（
公

共
用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合

も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
）

⑧
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
収
支
の

明
ら
か
な
も
の
。
　
（
家
計
簿
・
日
記

・
ノ
ー
ト
類
）

⑨
平
成
三
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
の

う
ち
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の

購
入
費
、
雇
人
費
、
土
地
改
良
費
、

交
際
費
、
光
熱
水
費
、
事
業
用
借
入

金
の
支
払
利
息
、
地
代
、
家
賃
等
）

の
領
収
書
。

⑩
平
成
三
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

7

σ

〃ド

囲

’
、

険
や
個
人
年
金
保
険
の
保
険
料
及
び

火
災
保
険
等
の
損
害
保
険
の
保
険
料

の
領
収
書
ま
た
は
支
払
証
明
書
。

⑪
印
か
ん

　
な
お
　
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
、
源
泉
徴

収
票
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
病
院
の
領
収
書
・
通
院
証
明
書
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
受
何

役
場
で
納
税
相
談

　
平
成
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
六

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正
し

く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計
算
し

て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　
税
務
署
は
延
岡
市
で
遠
方
に
あ
り

ま
す
の
で
、
本
町
で
は
次
の
日
程
で

納
税
相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
期
日
　
2
月
2
6
日
・
2
7
日

▽
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
東
郷
町
役
場
二
階
講
堂

申
告
を
要
す
る
人

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
申
告
相

談
日
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書

が
送
ら
れ
た
人
は
、
書
類
に
目
を
通

し
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

2
月
2
6
日
・
2
7
慨

す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
日
に
申
告
を
し
な
い
と
、
延

岡
税
務
署
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な

く
て
も
、
次
の
人
は
確
定
申
告
が
必

要
で
す
。

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
額
を
超
え
る
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
一
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人
や
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

が
二
十
万
円
（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ

る
免
税
所
得
を
含
む
）
を
超
え
る
人
。

③
給
与
所
得
者
で
、
二
ヵ
所
以
上
か

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従

た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
他

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
と
き
。

つ、
つ町報と〔31平成4年2月号
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簾
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灘
榊
雛
叢
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一
年
間
の
所
得
に
つ
い
て
税
額
を

計
算
し
て
み
る
と
、
源
泉
徴
収
や
予

平成4年度町県民税・国民健康保険税申告相談受付日程

定
納
税
で
す
で
に
納
め
て
い
る
税
金

の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
れ
ば
、
納
め
す
ぎ
た
所
得
税
が

還
付
（
払
戻
し
）
さ
れ
ま
す
。

①
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

（
源
泉
徴
収
票
が
必
要
）

②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
人
。
　
（
必
要
書
類

は
雑
損
控
除
1
1
損
失
の
金
額
を
証
す

る
も
の
。
医
療
費
控
除
一
領
収
書
、

通
院
証
明
書
。
住
宅
取
得
控
除
一
家

屋
の
登
記
簿
謄
本
、
新
築
工
事
請
負

契
約
書
、
売
買
契
約
書
、
住
民
票
抄

本
、
金
融
機
関
等
の
住
宅
取
得
に
係

る
融
資
額
の
償
還
金
額
等
証
明
書
）

③
年
金
及
び
恩
給
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
年
末
調
整
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
所
得
税
の
還
付
の
必
要
な
人
は

申
告
が
必
要
で
す
。

申　告　相　談　対　象
月　日 曜日 受付時間

区名 組　　　合　　　名
会．　　場

9：30～11：40

小野田
又下1・2・又中・又上・住宅　…

2月14日 金
13：00～15：00 大谷・小野田1・2　　　i

．役　　場　　講　　堂

17日 月 10：00～11：40 下渡川…区全域　　　　　　　　；下渡川地区集会施設

9：30～11：00 1

二言・一松露　　　　　　i児　洗　集　会　所　　　　　　　　　　　1

18日 火
13：30～15：00

，越　表
中水流・田口八ッ山 丁丁生活改善センター

　　　　　【X：30～11：40 東石原・西石原・本村
19日 水

13：00～15：00：

…坪　谷
赤井笠・上野原

坪谷地区多目的集会施設

9：30～11：40i　　　　　I 高崎・多武の木・瀬平
20日 木

13：00～15：002

〃

1市谷原・市谷月崎
坪谷地区多目的集会施設

9：30～11：40
1

i野々崎・深谷
21日 金

13：00～15：00

　　　i〟@深
@　　… 下仲瀬・久居原・下水流

仲深地区集落センター

9：30～11：40

坂i

i　井尻・深瀬・日ヶ道・樋田

24日 月
13：00～15：00

羽
二野・羽坂・丁丁水流・小長野旨

羽坂生活改善センター

25日 火 9：30～11：40 田　野 区全域　　　　　　　　1田野地区集落センター

26日 水 9：00～16：00 1
27日 木 9：00～16：00

1

町内全域　確定申告義務者 役　　場　　講　　堂

28日 金 9：30～11：40i八重原 区全域 八重原公民館
9：30～11：401 東下・東上

3月2日 月
i3：00～14：30

迫野内
西谷

迫野内公民館

3日 火 9：30～11：40 〃 地内・鹿瀬 迫野内公民館
9：30～11：40 大工野・おもだか

4日 水
13：00～15：00

鶴野内
山内・中山

大工野地区集落センター

5B 木 9：30～11：40 〃 前田・中水流・下村 鶴野内地区コミュニテ仁センター

9：30～11：40 仲野原・1・2・3
仲野原営農研修施設6Ei 金

13：00～14：30

福　瀬
出口

9：30～11：40 上村1・2・3
9日 月

13：00～14：301

〃

下村・鳥川
福　瀬　公　民　館

　　　　　」X：30～11：40i 日田尾・鵜戸木
10日 火

13：00－14：30i

〃

広瀬
広瀬生活改善センター

9：30－11：401

庭田・長崎
11日 水

13：00～15：00

寺　迫
中尾・吉牟田

庭　田　公　民　館

9：30～11：40 寺迫・山ノロ
12日 木

13：00～14：30

〃

落語
寺　迫　公　民　館

13日 金 9：00～16：00　　町内全域（各地区で申告できなかった者） 役　　場　　講　　堂
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生
涯
掌
習
つ
＝
丁
子
・

◎
生
涯
学
習
が
さ
け
ば
れ
た
わ
け
？

◎
生
涯
学
習
と
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
マ

　
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
変
化
の

激
し
い
現
代
社
会
を
生
き
て
い
く
た

め
に
は
、
た
え
ず
新
し
い
技
術
・
技

能
を
身
に
つ
け
、
よ
り
充
実
し
た
人

生
を
お
く
る
た
め
に
生
涯
に
わ
た
っ

て
自
ら
学
習
し
、
自
分
自
身
を
育
て

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
私
た
ち

が
社
会
人
と
し
て
、
ま
た
職
業
人
と

し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
学
校
で

得
た
知
識
や
技
能
だ
け
で
は
役
だ
た

ず
、
新
し
い
知
識
や
技
術
・
技
能
を

絶
え
ず
求
め
て
学
習
を
続
け
て
い
か

な
け
れ
ば
社
会
の
変
化
に
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
生
活
上
の
課
題
の
解

決
に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
や
あ
ら
ゆ
る
場
所
に

お
い
て
必
要
な
学
習
を
行
い
　
そ
れ

そ
れ
の
個
性
や
技
能
を
伸
ば
し
、
生

き
が
い
の
あ
る
人
生
を
つ
く
り
だ
す

た
め
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
社
会
の
変
化
に
取

り
残
さ
れ
な
い
よ
う
生
涯
に
わ
た
っ

て
自
ら
進
ん
で
行
う
学
習
の
こ
と
を

『
生
涯
学
習
』
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、

生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し
た
生
活
を

送
る
た
め
に
、
生
涯
の
各
時
期
に
応

じ
て
学
習
す
る
こ
と
も
『
生
涯
学
習
』

と
い
い
ま
す
。

超高齢化時代

　　☆個性を生かし暮らしを大切にしましよう。

　　☆余暇の時間を有効に使いましょう。

　　☆老後を楽しく実りのあるものにしましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　＿一　　　　　　　　　　　　　　　一隔　　　　　　　　　　　　　　≠L　　　　　　　　　　　　　＿一1　　　　　　　　　　　　㌧．ハ噛　　　　　　　　　　　噸．一　　　　　　　　　　　＿〔　　　　　　　　　　、＿’一L　　　　　　　　　－r　　　　　　　　’　　　　　　　　渦　　　　　　　A　　　　　　¶ρ一噛　　　　　．一　　　　一一’，　　　－．一一　　トφ幽　一闇’．へ，

動
9
②
翁
勤

牧
水
酒
造

　
　
　
株
式
会
社

（
3
／

〔・　
f
．
r
’

，
　
1

乙r

生涯にわたって社会の変化に取り残

　　　　　されないよう自ら進んで行う学習

☆新しい知識や技術・技能を学びましょう。

☆確かな情報をキャッチしましよう。

☆国際理解を深めましょう。

生涯の各時期に応じて生きがいのある

　　　　　　　充実した生活を送るために学習

東
郷
町
大
字
山
陰
乙

　
　
　
　
　
　
一
＝
二
・
八
⊥
ハ
㎡
蕾
地

　
　
　
智
（
5
8
）
1
5
8
3

　
代
表
取
締
役
社
長
　
塩
月
清
久

一
。
設
立
年
昌
は
？
・

～
　
創
業
明
治
三
十
二
年
、
法
人
設
立

仁
和
五
＋
六
援
、
す
．

｛一。

ｻ
在
の
従
者
数
は
？

“
＋
名
で
す
。

一へ
　
○
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

　
焼
酎
乙
類
の
製
造
・
販
売
で

銘
柄
は
牧
水
・
松
鹿
・
奥
日
向

六
瓢
・
お
き
よ
・
豆
し
ず
く
で

へす。一へ胤
O
会
社
の
特
徴
は
？
・

ハ　

�
ﾐ
の
所
在
地
は
水
が
き
れ

一
い
で
、
お
い
ヒ
、
・
た
恥
曝
富

一と

R
餐
霧
砲
パ

へ
る
焼
酎
が
お
い
し
い
の
は
当
然

ヂ
五
…
．
．
　
．
…
．
」
二
　
　
．
　
　
．
　
；
．
．
．
．
」
三
　
　
　
　
　
；
．
．
．
．
．
一
■
．
…

の
こ
と
で
す
．

変化の激しい現代社会

。
錨
地
蒲
融
刑
凝
凱
遊

町
の
注
文
で
、
幕
別
町
特
産
の
大
豆
｝

を
原
料
と
し
て
本
格
焼
酎
豆
し
ず
く
’

を
完
成
・
、
昨
年
＋
二
月
二
＋
七
且

に
幕
別
町
で
発
売
し
ま
し
た
が
、
半
　

月
で
二
千
五
百
本
を
完
売
す
る
人
気
｛

で
し
た
。
今
後
が
ま
た
楽
し
み
な
所
｝

4
」
す
．
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

タ　　　⑩
2
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　　　　　　　　▼成人式

　1月4日、東郷町総合文化センターで成人式が行われ

93名が大人の仲間入りをしました。

　当日、式典では証書が手渡された後、町長をはじめ諸

先輩方からお祝いの言葉を受けました。

熱

恵
灘
．

▼厳正な抽選
　1月6日、東郷町商工会で東郷町商店会歳末謝恩セー

ルの抽選会が行われました。

　当日は、町長、東郷町婦人連絡協議会長、商工会長の

立ち合いのもと厳正に実施されました。

　　　　　　▲牧水かるた大会

　1月6日、中央公民館で牧水かるた大会が行われました。

　当日は、団体戦と個人戦に分かれ静かな中にも熱のこ

もった大会となりました。優勝は次のとおりです。
〔団体戦〕

　小学校の部　東郷小Aチーム

　中学校の部　東郷中Aチーム
〔個人戦〕

　小学校の部　佐藤愛美（東郷小）、水野歩（坪谷小）

’中学校の部　荒砂隆文（坪谷中）

監　壷桑疑、．・．　響薦難

嶺？　麓鴨
　　　　　　▲書初揮毫大会

　1月7日、中央公民館で書初席上揮毫大会が行われま
した。

　当日は、約100名の児童生徒が集まり墨の香りの中で題

材にとりくんでいました。

　　　　　　　　　　トンボの絵で受賞レ

　エ2月8日、東京の朝日新聞社で「トンボ絵画コンクー

ル」の表彰が行われ、坪谷小の水野歩君が入選の表彰を

受けました，これは、トンボを通して自然を大切にしよ

っといっ運動の一環で26，000点の応募の中から選ばれたものです．
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右
の
地
図
は
約
七
三
C
年
頃
に
鎌

倉
幕
府
の
執
権
北
条
時
頼
が
、
最
明

寺
入
道
と
な
り
、
諸
国
の
民
情
視
察

を
し
て
「
人
国
記
」
と
い
う
本
を
書

き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
の
地
図
で
す
。

そ
の
後
、
江
戸
時
代
の
元
禄
十
四
年

　
て
る
ご
　
を
コ
　
ア
　
　
　

に
関
祖
衡
と
い
う
人
が
、
こ
の
「
人

国
記
」
を
更
に
深
く
調
べ
て
「
新
人

国
記
」
を
著
し
ま
し
た
。
そ
の
「
新

人
国
記
】
の
地
図
を
見
て
も
「
山
毛
」

と
い
う
文
字
が
早
川
沿
い
に
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
山
毛
子
の
名
は
七
三
〇

年
あ
ま
り
の
昔
か
ら
江
戸
時
代
の
半

ば
頃
ま
で
続
い
て
い
た
の
で
す
．
．

　
安
土
桃
山
時
代
の
天
正
十
年
八
月

四
日
（
今
か
ら
四
一
〇
年
前
）
の
日

向
国
知
行
高
目
録
の
中
に
は
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

一、

Q
拾
町
　
　
山
毛
村

一、

@
六
町
　
　
神
門
村

一、

@
五
町
　
　
田
代
村
（
以
下
略
）

　
ま
た
、
弘
治
二
年
六
月
（
今
か
ら

四
三
六
年
前
）
の
も
の
に
は
、

　
山
け
　
利
国
大
明
神
領

一、

R
け
之
内
宮
ノ
後
弐
反
同
所
く

　
ほ
田
九
十
歩

　
同
所
　
冠
嶽
権
現
領
　
田
一
反

　
山
毛
衆
都
甲
源
太
左
衛
門
殿

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
天
文

十
八
年
（
今
か
ら
四
四
三
年
前
）
に

寄
進
さ
れ
た
冠
遠
大
権
現
の
梵
鐘
に

指
詰
。
ぎ

・瓜畜樋ll巴

t
山
。

倹

砿　
　
　
島
。

　
　
矧
、

理

’毛

◎

摺

本
承
良
。

　　　壽1

　　　城

誉
高
夕

霧
島
山

商
成
・

陰
欝

　　
@　

@
飲
胆
．
“

．
鴇
市
。
　
4
刀

　好　短～駈（工

々μ
o〆
μ

は
、　

奉
施
日
盛
新
納
院
山
毛
嚢
冠
嶽
三

　
所
大
権
現

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
山
毛

保
と
あ
る
の
は
山
毛
蟹
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
昔
の
古
文
書
の
中
に

山
毛
村
と
は
づ
き
り
書
か
れ
て
い
ま

す
。　

そ
の
山
町
村
が
山
陰
村
に
変
っ
た

の
は
い
つ
か
ら
を
説
明
し
ま
す
。
延

岡
藩
有
馬
二
代
藩
主
有
馬
康
純
の
時

代
、
万
治
四
年
（
三
三
一
年
前
）
に

延
岡
藩
内
村
高
を
見
る
と

一
高
五
百
九
拾
五
石
五
斗
　
山
陰
村

一
高
　
百
一
石
田
斗
　
　
　
坪
谷
村

＝
口
回
　
四
十
八
石
四
斗
　
下
三
ヶ
村

こ
の
石
高
わ
り
で
初
め
て
山
陰
村
が

出
て
来
た
の
で
す
。
山
毛
村
は
鎌
倉

時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
半
ば
頃
ま
で
、

四
百
十
年
余
り
続
い
て
い
ま
す
。
肝

陰
は
江
戸
時
代
の
万
治
四
年
か
ら
数

え
て
み
る
と
、
三
百
三
十
余
年
に
な

り
ま
す
。

　
山
毛
の
毛
の
字
は
毛
が
ふ
さ
ふ
さ

と
か
暖
か
い
、
軟
か
い
、
と
い
う
感

じ
の
す
る
良
い
字
だ
と
思
い
ま
す
。

陰
は
冠
嶽
の
陰
を
思
い
浮
か
べ
ま
す

が
、
藩
主
の
方
で
つ
け
た
真
意
は
わ

灘
昔
日
が
火
の
元
越
一
昌
報
発
令
癒
灘

～
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
～

火
災
で
亡
く
な
っ
た
人

の
約
半
数
が
6
5
歳
以
上

　
平
成
二
年
の
一
年
間
に
、
全
国
で

は
五
万
六
千
五
百
五
件
の
火
災
が
発

生
し
、
千
八
百
二
十
八
人
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
成
元
年

よ
り
八
十
一
人
多
く
、
一
日
当
た
り

に
換
算
す
る
と
、
約
五
人
が
火
災
で

亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
火
災
の
中
で
死
者
が
最
も
多
い
の

は
住
宅
火
災
で
す
。
建
物
火
災
で
の

死
者
の
う
ち
約
九
割
を
占
め
、
千
百

三
人
が
平
成
二
年
中
に
住
宅
火
災
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
死
老
の
年
齢
層
を
み
る
と
、
六
十

五
歳
以
上
の
人
が
約
半
数
を
占
め
、

死
者
の
発
生
率
が
若
年
層
に
比
べ
て
、

極
め
て
高
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
お
年
寄
り
の
部
屋
は
出
口

に
近
い
所
に
す
る
な
ど
の
配
慮
が
必

要
で
す
。

こ
れ
だ
け
は
守
ろ
う

「
火
の
用
心
」
7
つ
の
要
点

　
最
低
限
守
っ
て
も
ら
い
た
い
コ
火

の
用
心
し
の
ポ
イ
ン
ト
を
七
つ
紹
介

か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
山
陰
神
社
は
明
治
四
年
に

つ
け
ら
れ
た
神
駅
名
で
、
そ
れ
ま
で

は
「
利
国
大
明
神
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
利
国
大
明
神
の
創
造
は
古

く
、
百
済
王
が
金
ヶ
浜
上
陸
か
ら
神

門
へ
行
か
れ
る
途
中
、
こ
の
利
国
さ

ん
に
立
ち
寄
り
、
利
国
さ
ん
の
神
主

さ
ん
か
ら
元
気
づ
け
ら
れ
神
門
へ
行

か
れ
た
の
で
す
。

東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

し
ま
し
よ
う
。

0
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い
。

②
子
ど
も
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

　
で
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

　
置
か
な
い
。

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
近
づ
け
な
い
。

　
あ
く
ま
で
火
災
を
防
ぐ
の
は
一
人

一
人
の
「
火
の
用
心
」
の
心
構
え
で
す
。
全

国
統
↓
の
防
火
標
語
「
毎
日
が
火
の
元

警
報
発
令
中
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

、
つご

・
つと報町〔71平成4年2月号 烈

日
⑱
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

　
　
　
血
症
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

％
、
死
亡
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
心

筋
梗
塞
が
1
9
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
い
く

ら
に
下
げ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

①
男
性
、
②
家
族
で
五
十
五
歳
未
満

で
発
症
し
た
心
筋
梗
塞
、
突
然
死
が

い
る
、
③
一
日
十
本
以
上
喫
煙
、
④

高
血
圧
、
⑤
糖
尿
病
、
⑥
重
度
の
肥

満
、
な
ど
の
危
険
因
子
の
な
い
人
は

2
2
0
㎎
／
覗
以
下
、
　
↓
つ
で
も
あ

る
人
は
2
0
0
㎎
／
覗
以
下
と
す
べ

き
で
し
ょ
う
。

　
具
体
的
な
治
療
は
、
肥
満
の
場
合
、

減
量
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
動
物
性

の
脂
肪
、
卵
黄
、
肝
臓
な
ど
明
ら
か

に
飽
和
脂
肪
酸
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

に
富
む
食
事
は
避
け
る
べ
き
で
す
。

肉
は
赤
身
か
鶏
肉
（
皮
な
し
）
に
し
、

卵
黄
は
週
三
個
以
下
（
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

も
減
ら
す
）
、
バ
タ
ー
・
ク
リ
ー
ム
・

チ
ー
ズ
を
減
ら
す
。
植
物
油
は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
低
下
作
用
が
あ
る
の
で
、

調
理
の
時
は
必
ず
植
物
油
を
使
い
、

肉
の
か
わ
り
に
魚
を
多
く
と
る
よ
う

に
す
る
。
ま
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低

下
作
用
の
あ
る
繊
維
質
（
ノ
リ
、
ワ

カ
メ
、
ヒ
ジ
キ
な
ど
の
海
藻
や
い
ん

げ
ん
豆
、
あ
ず
き
、
大
豆
の
豆
類
や

キ
ノ
コ
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
る
）
を

多
く
と
り
ま
し
ょ
う
。
食
事
療
法
で

3
0
～
4
0
㎎
／
覗
の
低
下
が
期
待

さ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
目
標
に
達

し
な
い
時
は
薬
に
よ
る
治
療
を
開
始

し
ま
す
。
た
だ
薬
で
は
「
割
か
ら
二
割

程
度
し
か
下
が
り
ま
せ
ん
か
ら
、
や

は
り
本
人
の
自
覚
と
セ
ル
フ
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

高
脂
血
症
は
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
難
か
し

い
こ
と
で
す
が
、
心
臓
は
】
つ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
大
事
に
し
て
あ

デ
ま
し
ょ
う
。

短
歌

院
長
窪
　
田
　
博
　
文

　
血
液
中
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
、
リ
ン
脂
質
、
遊

離
脂
肪
酸
の
四
種
類
の
脂
質
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
増
加
し
た
状
態
が
高
脂
血

症
と
い
わ
れ
る
の
で
す
が
、
動
脈
硬

化
の
立
場
か
ら
特
に
問
題
と
な
る
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
に
つ
い
て
書

い
て
み
ま
す
。

　
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増

加
す
る
と
血
管
の
壁
を
障
害
し
（
複

雑
な
経
路
を
介
し
て
い
る
の
で
省
略

し
ま
す
）
、
動
脈
硬
化
を
促
進
し
て

心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
と
い
っ
た
心
臓

の
病
気
（
こ
れ
ら
の
病
気
を
冠
動
脈

疾
患
と
い
い
ま
す
）
の
頻
度
を
増
加

さ
せ
ま
す
．
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
研

究
に
よ
る
と
、
血
清
総
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
が
2
6
5
㎎
／
説
以
上
で
、

冠
動
脈
疾
患
の
徴
候
の
な
い
三
十
五

才
か
ら
五
十
九
才
の
男
性
三
千
八
百
人

を
治
療
し
た
グ
ル
ー
プ
と
し
な
か
っ

た
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
約
7
年
間
観

察
し
た
と
こ
ろ
、
治
療
し
た
グ
ル
ー

プ
は
、
し
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
に
比

べ
冠
動
脈
疾
患
に
よ
る
死
亡
が
2
4

尾
鈴
短
歌
会

「
車
に
秦
っ
た
ら
」

ベ
ル
ト
を
し
め
て

　
昨
年
十
二
月
末
に
五
回
目
の
交
通

死
亡
事
故
多
発
警
報
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
死
亡
事
故
多
発
警
報
は

十
日
間
に
死
亡
事
故
が
六
件
以
上
発

生
す
る
と
知
事
の
命
に
よ
っ
て
発
令

さ
れ
る
言
わ
ば
非
常
事
態
宣
言
で
す
。

十
二
月
末
に
お
け
る
県
内
の
交
通
事

故
死
亡
者
の
累
計
は
九
十
二
名
に
な

り
ま
し
た
。
県
警
本
部
の
死
亡
事
故

の
分
析
で
は
二
十
四
歳
以
下
の
若
年

運
転
士
に
よ
る
事
故
と
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
の
被
害
事
故
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
事
故
も
依
然

と
し
て
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
、
亡

く
な
っ
た
人
の
七
十
六
％
が
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。　

幸
い
本
町
で
は
昨
年
は
死
亡
事
故

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
一
件

の
人
身
事
故
や
一
〇
七
件
の
物
損
事

故
が
あ
り
、
内
容
を
見
る
と
運
が
良

く
て
重
大
事
故
に
な
ら
な
か
っ
た
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
日
向
警
察
署

管
内
で
一
年
間
に
発
生
し
た
人
身
・

物
言
事
故
の
合
計
二
、
五
六
三
件
の
内

容
は
、
速
度
の
出
し
す
ぎ
・
わ
き
見

ド
ア
し
め
て

気
を
し
め
て

運
転
・
安
全
不
確
認
等
に
よ
る
事
故

が
大
半
を
占
め
、
交
通
ル
ー
ル
へ
の

関
心
が
薄
く
緊
張
感
に
欠
け
た
運
転

者
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
1
，
安
全
速
度
を
守
る

　
乞
カ
ー
ブ
の
手
前
で
ス
ピ
ー
ド
を

　
　
落
と
す

　
3
。
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
を
確
か

　
　
め
る

　
4
一
時
停
止
で
横
断
歩
行
者
の
安

　
　
全
を
守
る

　
5
。
飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い

　
こ
の
安
全
運
転
五
則
は
事
故
防
止

に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
繰
り
返

し
言
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、

国
・
県
・
警
察
は
進
行
す
る
車
社
会

に
対
応
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
対
策
を

講
じ
て
い
ま
す
。
東
郷
町
の
交
通
安

全
協
会
で
も
法
令
講
習
等
の
ほ
か
、

町
報
を
通
じ
て
の
広
報
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
東
郷
町
だ
け
の
例
で
も
交

通
事
故
は
年
々
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
交
通
事
故
は
天
災
で

な
い
限
り
事
故
防
止
は
不
可
能
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
無
事
故
の
町

づ
く
り
を
目
指
し
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

も
ろ
草
の
萌
え
出
ず
る
見
ゆ
初
春
の

　
　
　
　
　
　
あ
　
ス
コ

や
わ
ら
か
き
雨
の
朝
降
る
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

降
り
曇
る
日
の
続
き
た
る
新
年
の
明

け
し
朝
野
に
南
天
清
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

喜
こ
び
も
哀
し
き
こ
と
も
歌
と
な
し

わ
が
生
活
の
ひ
と
日
ひ
と
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

何
く
そ
と
心
の
さ
け
び
聞
こ
え
く
る

思
い
そ
老
は
走
り
終
え
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

下
り
い
く
照
葉
樹
林
の
道
す
が
ら
ひ

し
め
く
木
木
に
酔
う
心
地
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

（
十
二
月
末
累
計
）

計
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
l
l
l
町

日
向
市

275 2 1 2 7 3
1
1 52 197 件

数

6 0 0 0 0 0 0 2 4 死
者

人
身
事
故339 3 1 2 15 3 12 65 238 傷

者

224 58 40 31 40 40 107 335 157 事物
ﾌ損

　
　
　
全
国

死
者

　
　
　
県
内

、
一
〇
五
人

　
九
二
人



平成4年2月号櫓、
つ

こ“
・
つと報町

回
報〔i動

固

織64

d

％
∀

　
　
、

q

9

貸

15軸
　
　
ヘ
へ

東
郷
町
総
合
文
化

　
　
　
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
竣
工
式

▽
日
程
　
2
月
－
日

▽
場
所
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

O
竣
工
式
並
び
祝
賀
会

▽
時
間
　
　
　
　
1
0
時
3
0
分
～

○
文
化
講
演
会

▽
講
師
　
柳
家
さ
ん
喬

　
「
落
語
を
通
し
て
み
た
親
と
子
」

▽
時
間
　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
～

尾
前
地
区
地
す
べ
り

　　

ﾐ
害
義
援
金

　
去
る
九
月
の
台
風
1
9
号
に
よ
る
椎

葉
村
尾
前
地
区
の
地
す
べ
り
災
害
に

対
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
支
援

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
三
万

円
の
義
援
金
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

よ
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
年
末
に
被
災

者
の
方
々
に
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

▽
日
時

▽
場
所

2
月
9
日
目

　
　
　
　
8
時
受
付

牧
水
公
園

　
　
　
　
（
雨
天
決
行
）

平
成
3
年
度

東
郷
面
婦
人
祭

▽
日
時

▽
場
所

▽
内
容

2
月
2
日
　
9
時
3
0
分
～

東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

生
活
研
究
発
表
・
講
演
・

そ
の
他

そ
ぼ

あ
り
家
隷
ん
か

　
町
観
光
協
会
で
は
「
牧
水
庵
」
の

そ
ば
を
町
内
で
確
保
す
る
た
め
生
産

に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
申
し
込
み

が
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
量
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
販
売
で

き
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
観
光
協

会
事
務
局
（
牧
水
公
園
内
ふ
る
さ
と

の
家
倉
6
9
1
7
7
2
0
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
買
い
取
り
価
格
は
殻
つ
き

の
ま
ま
で
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り

四
百
円
で
す
。

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
企
画
財
政
課

面
面
個
圏

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
に
関
す

る
相
談
を
行
政
相
談
貝
が
受
け
付
け

牧水の

ふるさとまつり

Oと　き　3月22日

　　　　13時30分開演

Oところ

　　総合文化センター

第一部　青年地芝居

　　　　（福瀬青年団）

　　　　　13時30分～

第二部

　ふるさと歌謡ショー

　（東郷町出身歌手3名）

　　　　　14時40分～

ま
す
。

▽
日
時

▽
場
所

役2
場月
議18

貝日
控
至9
　時
　　～

　15

　時

薦；藤i藤

　
　
今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税
四
期

国
民
健
康
保
険
税
十
期

箸
葱

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
仲
深
の
若
杉
廣
美
さ
ん
か
ら

　
（
善
作
さ
ん
・
9
2
才
ご
逝
去
）

◎
野
瀬
の
長
渡
誠
也
さ
ん
か
ら

　
（
勤
彌
さ
ん
・
8
2
才
ご
逝
去
）

◎
寺
運
の
小
形
肇
さ
ん
か
ら

　
（
レ
ツ
さ
ん
・
9
1
才
ご
逝
去
）

◎
日
向
の
時
任
実
さ
ん
か
ら

　
（
松
澤
節
子
さ
ん
・
8
1
才
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
橋
ロ
ヤ
ス
エ
さ
ん
か
ら

　
（
虎
市
さ
ん
・
8
6
才
ご
逝
去
）

一
般
寄
付

　
福
祉
日
本
大
相
撲
日
向
場
所
・
勧

進
元
・
杉
尾
和
男
さ
ん
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
十
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

三

三 寺
赤
ち

浦 原 や

ん

恵 真 の
名

正 節 父
の

利 生 名

仲 鶴 住
野

深 内 所

結
　
婚
　
お
幸
せ
に

一山　河 一是新 一落関 一谷　黒 氏

床野 澤名 合　口 口　木

ゆ　広 直 ユ　治 由　文
かり　美

墨画 力　喜 紀　利
名

越　越 日　福 日　迫 日　寺 住
向 向　野 向

表　表 市瀬 市　内 市迫 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

小 長 佐 若 氏

形 渡 藤 杉

レ 勤 武 善
ツ 彌 務 作 名

91 82 66 92 年

齢 齢 齢 齢 齢

寺 福 迫
野

仲 住

迫 瀬 内 深 所
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